























【方法】2013 年 8 月から毎日人工呼吸器装着患者のラウンドを実施し
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【結果】試験的導入開始後 3 か月で 12 人の患者さんに提供した。11


































度の測定は Line Spread Test( 以下 LST) を用いた。とろみ剤は当
院で使用しているものを「中間のとろみ」となるように、添加量を
変え、汁物、飲み物毎にとろみ濃度を測定し、とろみ剤使用量基準
を作成した。
結果・考察　新メニューは、ゼリー状と違い見た目、食感もよく舌
で押しつぶしが容易で飲み込み易い為、患者からも好評で、喫食量
も増加した。LST を用い、とろみ濃度を測定することは、調理師
が視覚でも確認できるため、意識付けでき、より安全な嚥下訓練食
を提供できるようになった。退院時、在宅でソフト食を摂取する為
の栄養指導も増加したため、今後もよりレシピを充実し、指導媒体
にも反映させたものにして「口から安全に食べる」ことができるよ
うな食事を提供できるようにしていきたい。
